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本資料取扱本資料取扱 のの ご注意ご注意

本説明会のプレゼンテーションおよび配布資料に掲載する情報に関しまして、細心の注意を払っております。将来の予
測等に関する情報は、現時点で入手可能な情報にもとづき、当社が判断した予測であり、潜在的なリスクや不確実性
が含まれています。そのため、様々な要因の変化により実際の業績は、記述している将来見通しとは大きく異なる結果
となる可能性があります。

本説明会の配布資料に掲載する情報は、無断での引用や転載、複製は禁じられております。
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経理財務本部長

瀧崎 俊男

実績報告実績報告

20102010年年 33月期月期
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10/3月期
実績　 構成比 実績　 構成比 増減　 前年比 計画　 構成比 達成率

28,748 22.4 26,967 21.6 △ 1,781 93.8% 102.0% 28,755 22.8 93.8% 

67,814 52.9 68,714 55.0 900 101.3% 106.3% 69,270 55.0 99.2% 

1,981 1.5 1,737 1.4 △ 244 87.7% 1,390 1.1 125.0% 

98,544 76.8 97,419 78.0 △ 1,125 98.9% 104.4% 99,415 78.9 98.0% 

17,874 13.9 16,961 13.6 △ 912 94.9% 16,700 13.3 101.6% 

11,824 9.2 10,537 8.4 △ 1,287 89.1% 9,885 7.8 106.6% 

29,699 23.2 27,499 22.0 △ 2,200 92.6% 26,585 21.1 103.4% 

128,244 100.0 124,918 100.0 △ 3,325 97.4% 126,000 100.0 99.1% 

09/3月期 10/3月期 数量
伸長率単位：百万円

【 製 品 】

そ の 他 製 品

弁 当 容 器

ト レ ー 容 器

【 売 上 高 】

【 商 品 】

そ の 他 商 品

包 装 資 材

10,491 10,537 46 100.4% 9,885 106.6% 

28,366 27,499 △ 866 96.9% 26,585 103.4% 

126,910 124,918 △ 1,991 98.4% 126,000 99.1% 

そ の 他 商 品

【 商 品 】

【 売 上 高 】

販売状況販売状況 （（20102010年年 33月期）月期）

■ 商 品

・包装資材等の推奨商品への絞込みを実施

・不採算取引の見直しを実施

・前期実績のその他商品には、

販売用美術骨董品の売上1,333百万円を含む

■ 商 品

・包装資材等の推奨商品への絞込みを実施

・不採算取引の見直しを実施

・前期実績のその他商品には、
販売用美術骨董品の売上1,333百万円を含む

■ 製 品

・出荷枚数 ：前年比１０４．４％伸長

・製品価格 ：前Q4の原材料価格の値下りに伴い、‘09/3より値下げ実施

・トレー容器 ：超軽量化ロースタックトレーのFLBシリーズが好調

・弁当容器 ：軽量化製品の刺身・寿司容器が好調

PET素材製品の新製品の引き合いも順調
農産品の容器マーケットへの進出による増加

■ 製 品

・出荷枚数 ：前年比１０４．４％伸長

・製品価格 ：前Q4の原材料価格の値下りに伴い、‘09/3より値下げ実施

・トレー容器 ：超軽量化ロースタックトレーのFLBシリーズが好調

・弁当容器 ：軽量化製品の刺身・寿司容器が好調
PET素材製品の新製品の引き合いも順調
農産品の容器マーケットへの進出による増加

※計画は、’09年11月5日発表の予想

＊ ご参考：前期 販売用美術骨董品除く ＊
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10/3月期
実績　 構成比 実績　 構成比 増減　 前年比 計画　 構成比 達成率

128,244 100.0 124,918 100.0 △ 3,325 97.4% 126,000 100.0 99.1% 

製 品 98,544 76.8 97,419 78.0 △ 1,125 98.9% 99,415 78.9 98.0% 

商 品 29,699 23.2 27,499 22.0 △ 2,200 92.6% 26,585 21.1 103.4% 

9,190 7.2 11,892 9.5 2,702 129.4% 11,800 9.4 100.8% 

9,298 7.3 12,220 9.8 2,922 131.4% 12,000 9.5 101.8% 

8,832 6.9 11,953 9.6 3,121 135.3% 11,730 9.3 101.9% 

5,302 4.1 7,114 5.7 1,812 134.2% 6,950 5.5 102.4% 【 当 期 利 益 】

【 純 売 上 高 】

【 営 業 利 益 】

【 経 常 利 益 】

09/3月期 10/3月期
単位：百万円

【 税 引 前 利 益 】

決算概要決算概要 （（20102010年年 33月期）月期）

・合理化 ：製品アイテムの絞込み、生産および物流を始めとしたグループ全体でのコスト改善への取り組み

超ロースタックトレーをはじめとした全製品の軽量化および素材切替による原材料費の削減

・原料面 ：前Q4から値下りした原材料価格は、当Q2より再度値上りに転じ、原材料コストの増加

・販売面 ：‘09年6月に太洋興業㈱より包材部門を譲受し、農産品の容器・フィルムのマーケットへ本格的に進出

‘09年10月に食品加工メーカーを主な販売先にもつ日本パール容器㈱より食品容器事業を譲受し販売強化を図る

・生産面 ：生産性および品質の向上に取り組み、需要拡大に対応した生産能力の拡大と生産拠点の最適化

・物流面 ：需要に即した供給体制の構築、在庫水準の適正化、横持ち・保管にかかわるコストの低減

・合理化 ：製品アイテムの絞込み、生産および物流を始めとしたグループ全体でのコスト改善への取り組み

超ロースタックトレーをはじめとした全製品の軽量化および素材切替による原材料費の削減

・原料面 ：前Q4から値下りした原材料価格は、当Q2より再度値上りに転じ、原材料コストの増加

・販売面 ：‘09年6月に太洋興業㈱より包材部門を譲受し、農産品の容器・フィルムのマーケットへ本格的に進出

‘09年10月に食品加工メーカーを主な販売先にもつ日本パール容器㈱より食品容器事業を譲受し販売強化を図る

・生産面 ：生産性および品質の向上に取り組み、需要拡大に対応した生産能力の拡大と生産拠点の最適化

・物流面 ：需要に即した供給体制の構築、在庫水準の適正化、横持ち・保管にかかわるコストの低減

※計画は、’09年11月5日発表の予想
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経常利益経常利益 増減要因増減要因 （（20102010年年 33月期）月期）
単位：億円

2009年3月期 製品値上げ 影響

１・２次 原料再値上り

販売増・Mix改善

素材切替・軽量化

生産改善

物流改善

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社利益改善

前期美術品売却益

経費増加

原料値下り

2009年3月期 原料値上り 影響

第1次 製品値下げ

第2次 製品値下げ
（＋素材切替・軽量化による製品値下げ抑制効果）

2009年3月期 経常利益 ９２．９億

+25

+6

+20

+9.5

+9.5

+5

-4

-12.7

2010年3月期 経常利益 １２２．２億

+25

-25

-19

-19

-19

+53

-25

2009年3月期 経常利益
９２．９億

2010年3月期 経常利益

１２２．２億

原料値下り ＋５３億

製品値下げ －３８億

原料値上り －１９億

利益改善 ＋５０億

前期美術品売却益 －４億

経費増加 －１２．７億

原料影響 ＋３４億

前期比 ＋２９．３億 １３１．５％
（＋３３．３億 １３７．５％ 美術品除く）

原材料動向
大きく値上りした原材料価格は、

’09年3月期 第4四半期から値下り。
しかしながら、’10年3月期 第2四半期より、

値上りに転じる。

製品値下げ
原材料値下りに対し、

製品価格の値下げを実施。
・製品値上をおこなった製品の値下げ
・原材料値下り分を製品価格へ還元

１・２次原料値上り
’10年3月期 第2四半期より、

原材料は値上りに転じる。

製品販売数量：前期比１０４．４％

素材切替・軽量化
・あらゆる製品で軽量化の実施。
・ＰＳからＡＰＥＴ・ＰＰへの切替が進む。

生産改善
・改善施策の進捗に加え数量増効果

物流改善
・改善施策の進捗が順調

製品ｱｲﾃﾑ絞込み
’08年9月末 8,500ｱｲﾃﾑから
’10年2月末 5,000ｱｲﾃﾑへの絞込みを実施

期初 計画比 ＋１４．２億

‘09年3月

‘09年6月

1次:‘09年7月、2次：’09年9月

『エフピコフェア２０１０』 開催
・１２，５００人の来場
・６００ｱｲﾃﾑの新製品を上市
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09/3月期 10/3月期 10/3月期
実績　 実績　 増減　 前年比 計画　 構成比

13,007 10,071 △ 2,935 77.4% 12,590 80.0% 

有 形 固 定 資 産 12,166 9,658 △ 2,507 79.4% 12,020 80.4% 

( 内 、 自 己 調 達 8,249 7,806 △ 442 94.6% 9,900 78.9% 

内 、 土 地 1,485 1,416 △ 68 1,420

無 形 固 定 資 産 841 413 △ 427 49.1% 570 72.5% 

8,467 8,461 △ 5 99.9% 8,660 97.7% 

965 1,035 70 107.3% 1,000 103.6% 

単位：百万円

減 価 償 却 費

研 究 開 発 費

設

備

投

資

設備投資・研究開発費設備投資・研究開発費 （（20102010年年 33月期）月期）

主な設備投資

◆新中部ピッキングセンター・リサイクル工場用地 １，００１ 百万円

◆新福山ピッキングセンター ８８９ （投資総額 １，８００百万円）

◆金型 １，５１２

◆回収容器選別工場 ６６１

◆ＰＥＴメカニカルリサイクルプラント ２９２ （投資総額 １，３２０百万円）

◆ＩＴ投資 ３５５

◆Ｍ＆Ａ （太洋興業㈱、日本パール容器㈱） ８６１

主な設備投資

◆新中部ピッキングセンター・リサイクル工場用地 １，００１ 百万円

◆新福山ピッキングセンター ８８９ （投資総額 １，８００百万円）

◆金型 １，５１２

◆回収容器選別工場 ６６１

◆ＰＥＴメカニカルリサイクルプラント ２９２ （投資総額 １，３２０百万円）

◆ＩＴ投資 ３５５

◆Ｍ＆Ａ （太洋興業㈱、日本パール容器㈱） ８６１

※設備投資には、リース調達を含む投資額を表示しております。

※計画は、’09年11月5日発表の予想
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キャッシュ・フローキャッシュ・フロー （（20102010年年 33月期）月期）

■財務活動によるキャッシュフロー

借入金の純減少額 △6,412 百万円

リース債務の返済 △3,340

配当金の支払額 △1,940

■財務活動によるキャッシュフロー

借入金の純減少額 △6,412 百万円

リース債務の返済 △3,340

配当金の支払額 △1,940

■営業活動によるキャッシュフロー

税金等調整前当期純利益 11,953 百万円

減価償却費 8,461

売上債権の増加 △1,416

たな卸資産の減少 880

法人税等の支払 △4,785

■投資活動によるキャッシュフロー

有形固定資産の取得 △7,565

事業譲受による支出 △1,262

長期貸付金の増加 △584

■営業活動によるキャッシュフロー

税金等調整前当期純利益 11,953 百万円

減価償却費 8,461

売上債権の増加 △1,416

たな卸資産の減少 880

法人税等の支払 △4,785

■投資活動によるキャッシュフロー

有形固定資産の取得 △7,565

事業譲受による支出 △1,262

長期貸付金の増加 △584

09/3月期 10/3月期
実績　 実績　

営 業 活 動 に よ る C/F 14,568 16,369

投 資 活 動 に よ る C/F △ 5,725 △ 9,701

フ リ ー ・ キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 8,843 6,668

財 務 活 動 に よ る C/F △ 960 △ 11,673

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
増 減 額

7,883 △ 5,005

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
期 末 残 高

16,108 11,102

単位：百万円
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業績予想業績予想

20112011年年 33月期月期

FP CorporationFP Corporation ・・-- 1010 --

販売販売 計画計画 （（20112011年年 33月期）月期）

■製品

・出荷枚数 前年比１０５％伸長

・軽量化、素材切替、新素材開発、機能開発などにより、既存マーケットでのシェア拡大

・用途開発によるマーケット拡大

■商品

・グループの物流ネットワークを最大限に生かし、取扱量の増加

■製品

・出荷枚数 前年比１０５％伸長

・軽量化、素材切替、新素材開発、機能開発などにより、既存マーケットでのシェア拡大

・用途開発によるマーケット拡大

■商品

・グループの物流ネットワークを最大限に生かし、取扱量の増加

10/3月期 11/3月期
実績　 構成比 計画　 構成比 増減　 前年比 中間期計画 構成比 前年比

26,967 21.6 28,100 20.5 + 1,132 104 .2% 14,100 21.2 103.8% 

68,714 55.0 72,400 52.8 + 3,685 105 .4% 35,900 54.1 104.0% 

1,737 1.4 2,100 1.5 + 362 120 .8% 1,000 1.5 123.2% 

97,419 78.0 102,600 74.9 + 5,180 105 .3% 105.0% 51,000 76.8 104.2% 

16,961 13.6 23,800 17.4 + 6,838 140 .3% 10,100 15.2 114.8% 

10,537 8.4 10,600 7.7 + 62 100 .6% 5,300 8.0 100.5% 

27,499 22.0 34,400 25.1 + 6,900 125 .1% 15,400 23.2 109.4% 

124,918 100.0 137,000 100.0 + 12,081 109 .7% 66,400 100.0 105.4% 

【 商 品 】

【 売 上 高 】

そ の 他 製 品

【 製 品 】

包 装 資 材

そ の 他 商 品

数量
伸長率単位：百万円

ト レ ー 容 器

弁 当 容 器
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決算決算 計画概要計画概要 （（20112011年年 33月期）月期）

M&A ：‘10年4月 消耗品・包装資材に強みを持つ ユカ商事㈱ より事業を譲受、商品購入とその取扱を強化

‘10年6月 フィルムメーカーである ㈱アルライト をグループに加え、製品開発力の更なる強化を図る

販売面 ：既存マーケットでのシェア拡大と、用途開発による新規マーケットへの進出を図る

当社グループの物流ネットワークを最大限に生かし、商品取扱量の増加を図る

技術面 ：最新鋭の設備導入と更新を行い、製品の軽量化、素材切替、新機能開発、新素材開発など、技術革新を推し進める

生産面 ：生産性および品質の向上に取り組み、需要拡大に対応した生産能力の拡大と生産拠点の最適化

物流面 ：5月 新福山ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ、来春 新中部ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰの稼動予定

物流ネットワークの更なる整備により、流通全体でのトータルコスト削減と品質向上を図り、 ピッキング需要の拡大に備える

環境面 ：発泡スチロール製食品用トレーの自主的な回収に加え、新たに展開した透明容器の自主的な回収を加速し、

さらなる循環型社会の形成に努める

M&A ：‘10年4月 消耗品・包装資材に強みを持つ ユカ商事㈱ より事業を譲受、商品購入とその取扱を強化

‘10年6月 フィルムメーカーである ㈱アルライト をグループに加え、製品開発力の更なる強化を図る

販売面 ：既存マーケットでのシェア拡大と、用途開発による新規マーケットへの進出を図る

当社グループの物流ネットワークを最大限に生かし、商品取扱量の増加を図る

技術面 ：最新鋭の設備導入と更新を行い、製品の軽量化、素材切替、新機能開発、新素材開発など、技術革新を推し進める

生産面 ：生産性および品質の向上に取り組み、需要拡大に対応した生産能力の拡大と生産拠点の最適化

物流面 ：5月 新福山ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ、来春 新中部ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰの稼動予定

物流ネットワークの更なる整備により、流通全体でのトータルコスト削減と品質向上を図り、 ピッキング需要の拡大に備える

環境面 ：発泡スチロール製食品用トレーの自主的な回収に加え、新たに展開した透明容器の自主的な回収を加速し、

さらなる循環型社会の形成に努める

10/3月期 11/3月期
実績　 構成比 計画　 構成比 増減　 前年比 中間期計画 構成比 前年比

124,918 100.0 137,000 100.0 + 12,081 109.7% 66,400 100.0 105.4% 

製 品 97,419 78.0 102,600 74.9 + 5,180 105.3% 51,000 76.8 104.2% 

商 品 27,499 22.0 34,400 25.1 + 6,900 125.1% 15,400 23.2 109.4% 

11,892 9.5 13,200 9.6 + 1,307 111.0% 6,440 9.7 110.2% 

12,220 9.8 13,500 9.9 + 1,279 110.5% 6,600 9.9 109.8% 

11,953 9.6 13,300 9.7 + 1,346 111.3% 6,500 9.8 110.3% 

7,114 5.7 7,940 5.8 + 825 111.6% 3,880 5.8 111.5% 

単位：百万円

【 税 引 前 利 益 】

【 当 期 利 益 】

【 純 売 上 高 】

【 営 業 利 益 】

【 経 常 利 益 】
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設備投資・研究開発費設備投資・研究開発費 計画計画 （（20112011年年 33月期）月期）

主な設備投資

◆リサイクル 中部リサイクル工場リニューアル ８８５ 百万円

回収容器選別工場 １，２１０ （土地 ２１０百万円を含む）

ＰＥＴメカニカルリサイクルプラント １，０２７ （投資総額 １，３２０百万円） ‘10/11稼動予定

◆ピッキングセンター 新福山 ９１１ （投資総額 １，８００百万円） ‘10/ 5稼動予定

新中部 １，０２０ （投資総額 ２，３５０百万円） ‘11/ 5稼動予定

◆金型 １，４５０

◆ＩＴ投資 ５６０

主な設備投資

◆リサイクル 中部リサイクル工場リニューアル ８８５ 百万円

回収容器選別工場 １，２１０ （土地 ２１０百万円を含む）

ＰＥＴメカニカルリサイクルプラント １，０２７ （投資総額 １，３２０百万円） ‘10/11稼動予定

◆ピッキングセンター 新福山 ９１１ （投資総額 １，８００百万円） ‘10/ 5稼動予定

新中部 １，０２０ （投資総額 ２，３５０百万円） ‘11/ 5稼動予定

◆金型 １，４５０

◆ＩＴ投資 ５６０

※設備投資には、リース調達を含む投資額を表示しております。

10/3月期 11/3月期
実績　 計画　 増減 前年比 中間期計画 前年比

10,071 12,550 + 2,478 124.6% 7,750 184.6% 

有 形 固 定 資 産 9,658 12,130 + 2,471 125.6% 7,480 187.3% 

内 、 土 地 1,416 210 △ 1,206 210

無 形 固 定 資 産 413 420 + 6 101.6% 270 132.2% 

8,461 9,140 + 678 108.0% 4,300

1,035 950 △ 85 91.7% 480 95.3% 

単位：百万円

設

備

投

資

減 価 償 却 費

研 究 開 発 費
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業績状況報告業績状況報告

代表取締役会長

小松 安弘
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連結決算連結決算 のの ポイントポイント とと 今後今後 のの 見通見通しし
☆ 原材料値下りに対し、製品値下げの実施

→ 原材料価格は一転し値上りへ

☆ 徹底した 社内改善の推進

☆ 戦略投資

☆ 企業統合 による市場拡大

☆ 製品数 5,000ｱｲﾃﾑへ 絞込み

☆ 『エフピコフェア２０１０』開催

３６．３億３６．３億

６６．５億６６．５億

８１．２億８１．２億

６４．５億６４．５億

'05/3'05/3 '06/3'06/3 '07/3'07/3 '08/3'08/3

９２．９億９２．９億

'09/3'09/3

３３．７億３３．７億

'04/3'04/3

２８．７億２８．７億

'03/3'03/3

６３．１億６３．１億

'02/3'02/3

価格競争価格競争
△△2525億億

東日本Hub-C

社内SCM稼動

山形工場

非発泡⇒発泡

薄肉・軽量化 薄肉・軽量化

ＡＰＥＴ化

下館第二工場 中部第二工場

関東八千代Ｃ

業務改革ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

製品値上製品値上

高発泡化

製品値上製品値上 製品値上製品値上

１２２．２億１２２．２億
↑

１２０億１２０億
↑

１０８億１０８億

‘‘10/310/3

第１次製品値下げ第１次製品値下げ

+29.3億
+31.5%

経常利益の推移経常利益の推移

+33.3億
+37.5%

88.9

新北海道ＨＣ 西関東ＤＣ

九州第二工場

第２次製品値下げ第２次製品値下げ

８８．９億
＋動産売却益４億

計画計画 １３５億１３５億

‘‘1111/3 /3 計画計画

☆ 世界初世界初 のの 素材・機能素材・機能

☆ ニーズニーズ をを 先取り先取りしたした、製品開発、製品開発

☆ シェアアップシェアアップ とと マーケット拡大マーケット拡大

☆ 汎用製品汎用製品 のの 拡販拡販

☆ 徹底徹底したした 社内改善社内改善

☆ リサイクル事業リサイクル事業 のの 整備整備

☆ ピッキング事業ピッキング事業 のの 整備整備

製品ｱｲﾃﾑ絞込み

素材ﾒｰｶｰ統合 1次原料値上 2,3,4次原料値上 6,7,8次原料値上 9次原料値上 10,11次値上 原料値下原料値下 第１・２次原料値上 第３次原料値上

新福山ＰＣ 新中部ＰＣ

ＡＰＥＴ容器設備増強

目標とする中期経営指標
１株当たり純利益 ４００円

太洋興業㈱包材部門事業譲受

日本パール容器㈱事業譲受

ユカ商事㈱事業譲受

㈱アルライト 企業統合

透明容器回収 全国展開 ＰＥＴﾒｶﾆｶﾙﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄ

回収容器 選別工場 全国展開

’10年3月期 製品販売数量

前期比：１０４．４％

＋１２．８億＋１２．８億
＋１０．５％＋１０．５％

’’1010年年33月期月期 経常利益

’’1111年年33月期月期 経常利益

’11年3月期 販売計画1,3701,370億

109.7%
＜製品＞

売上高：前期比：105.3105.3%% ＋52億

数 量：前期比：105105%%

＜商品＞

売上高：前期比：125.1125.1%% ＋69億
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20102010年年 33月期月期 経常利益経常利益 増減要因増減要因
単位：億円

2009年3月期 製品値上げ 影響

１・２次 原料再値上り

販売増・Mix改善

素材切替・軽量化

生産改善

物流改善

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社利益改善

前期美術品売却益

経費増加

原料値下り

2009年3月期 原料値上り 影響

第1次 製品値下げ

第2次 製品値下げ
（＋素材切替・軽量化による製品値下げ抑制効果）

2009年3月期 経常利益 ９２．９億

+25

+6

+20

+9.5

+9.5

+5

-4

-12.7

2010年3月期 経常利益 １２２．２億

+25

-25

-19

-19

-19

+53

-25

2009年3月期 経常利益
９２．９億

2010年3月期 経常利益

１２２．２億

原料値下り ＋５３億

製品値下げ －３８億

原料値上り －１９億

利益改善 ＋５０億

前期美術品売却益 －４億

経費増加 －１２．７億

原料影響 ＋３４億

前期比 ＋２９．３億 １３１．５％
（＋３３．３億 １３７．５％ 美術品除く）

原材料動向
大きく値上りした原材料価格は、

’09年3月期 第4四半期から値下り。
しかしながら、’10年3月期 第2四半期より、

値上りに転じる。

製品値下げ
原材料値下りに対し、

製品価格の値下げを実施。
・ 製品値上をおこなった製品の値下げ
・ 原材料値下り分を製品価格へ還元

１・２次原料値上り
’10年3月期 第2四半期より、

原材料は値上りに転じる。

製品販売数量：前期比１０４．４％
素材切替・軽量化

・ あらゆる製品で軽量化の実施。
・ ＰＳからＡＰＥＴ・ＰＰへの切替が進む。

生産改善
・ 改善施策の進捗に加え数量増効果

物流改善
・ 改善施策の進捗が順調

製品ｱｲﾃﾑ絞込み
’08年9月末 8,500ｱｲﾃﾑから
’10年2月末 5,000ｱｲﾃﾑへの絞込みを実施

期初 計画比 ＋１４．２億

『エフピコフェア２０１０』 開催
・１２，５００人の来場
・６００ｱｲﾃﾑの新製品を上市

ごご 参参 考考

‘09年3月

‘09年6月

1次:‘09年7月、2次：’09年9月
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20112011年年 33月期月期 経常利益経常利益 計画計画

１・２・３次 原料再値上り

販売増・Mix改善、新製品効果

生産改善

物流改善

グループ会社 利益改善

リサイクル投資による経費増加

経費増加

2010年3月期 経常利益 １２２．２億

+12

+6

2011年3月期 経常利益計画 １３５億

-１4

2010年3月期 経常利益

１２２．２億

2011年3月期 経常利益
１３５億

原料値上り －２５億

利益改善 ＋４９億

経費増加 －１１億

前期比 ＋１３億 １１０．５％

上期 ６０．１億 下期 ６２．１億

上期計画 ６６億 下期計画 ６９億

-11

+12

+6

-2  

-2 

－２５億－２５億

＋２４億＋２４億

＋１２億＋１２億

＋８億＋８億

＋５億＋５億

－５億－５億

－６億－６億

原材料動向
大きく値上りした原材料価格は、

’09年3月期 第4四半期から値下り。
しかしながら、’10年3月期 第2四半期より、

値上りに転じる。

製品販売数量：前期比１０５％ 計画

素材切替・軽量化
・ あらゆる製品、素材で軽量化
・ ＰＳからＡＰＥＴ・ＰＰへの切替

生産改善
・ 改善施策の進捗に加え数量増効果

物流改善
・ 改善施策の推進

+2  

+4 
+4

-4

-3

+3

上期 前期比 ＋６億 １１０％ 下期 前期比 ＋７億 １１１％

新製品
・ 新耐寒耐熱容器
・ 漏れにくい容器、内容物がズレにくい容器
・ 新デザイン容器

リサイクル投資
・ 回収容器選別工場の全国展開
・ リサイクル洗浄ライン更新
・ ＡＰＥＴメカニカルリサイクルプラント稼動 ‘10/11

・ リサイクルペレットの品質向上
・ ＡＰＥＴ容器の循環型リサイクルの実現

単位：億円 ごご 参参 考考

’11年3月期 販売計画1,3701,370億

109.7%
＜製品＞

売上高：前期比：105.3105.3%% ＋52億

数 量：前期比：105105%%

＜商品＞

売上高：前期比：125.1125.1%% ＋69億



FP CorporationFP Corporation ・・-- 1919 --

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

2009年3月期 2010年3月期

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

ナフサ ＧＰＰＳ ＰＥＴ

原材料動向原材料動向

☆ 新製品・新素材新製品・新素材 へのへの シフトシフト
☆ トップユーザトップユーザ としてとして グローバルグローバル なな 資材調達資材調達

‘08年末より 急落急落

‘09年中旬より 再度値上り再度値上り

製品価格へ製品価格へ 還元還元 ☆☆ 社内改善社内改善
☆☆ 軽量化・素材切替軽量化・素材切替
☆☆ 販売拡大販売拡大

更なる原材料値上りは 製品値上製品値上 も 視野視野 に

アジア市況の動向
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MFP本体+SCS蓋
SCS蓋

☆ 汎用製品シェア拡大汎用製品シェア拡大
◇ 超軽量ロースタックトレー : FLB、ｴｺFLB
◇ 嵌合フードパック : AP-SA、OPS-SA、PP-SA
◇ フードパック : FPﾌｰﾄﾞ（OPS）

◇ 透明トレー : AP-FC

☆ 高付加価値・機能高付加価値・機能

◆ スクリュータイプスクリュータイプ容器（漏れにくい）

◇ 漏れにくい容器漏れにくい容器 : APET、PP

◆ 内容物がずれにくい内容物がずれにくい容器

◇ 新デザイン容器

製品戦略製品戦略 新素材新素材 ＋＋ 新機能新機能

☆ 素材切替・軽量化素材切替・軽量化
◇ 透明容器素材シフト : OPS ⇒ APET、PP、SCS
◇ PSP発泡容器の軽量化 : 低発泡 ⇒ 高発泡

◆ 新ハイスター新ハイスター : 従来１．８倍 → ３．５倍発泡による軽量化PP容器

☆ アイテムの集約アイテムの集約
◇ ’10年2月末 5,000ｱｲﾃﾑへの絞込みを実施 ← 6,200ｱｲﾃﾑ(‘09年3月末） ←8,500ｱｲﾃﾑ(’08年9月末)

『『エフピコフェア２０１０エフピコフェア２０１０』』 にてにて

新たに新たに ６００６００ｱｲﾃﾑｱｲﾃﾑ をを 上市上市

ズレにくい

☆ 新素材新素材

◆ マルチＦＰ（マルチＦＰ（MFPMFP）） : －４０℃～＋１１０℃、発泡PS容器

◆ スーパークリアスター（ＳＣＳ）スーパークリアスター（ＳＣＳ） : ー４０℃～＋１１０℃、高い透明性の透明容器

◆ 一軸延伸一軸延伸PETPET容器容器 : 耐熱７０℃ + 軽量化

◆ 二軸延伸二軸延伸PETPET容器容器 : 耐熱８０℃ + 軽量化

汎用トレー

☆ 既存マーケット での シェア拡大

☆ 新規マーケット の 獲得

☆☆ 既存マーケット既存マーケット でのでの シェア拡大シェア拡大

☆☆ 新規マーケット新規マーケット のの 獲得獲得

嵌合フードパック

ｽｸﾘｭｰﾀｲﾌﾟ

☆ 新規マーケットへ向けて新規マーケットへ向けて
◇ 農産品用容器・軟包装（フィルム）

◇ 食品加工メーカー用容器

MFP本体

透明トレー

フードパック
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国内食品マーケット国内食品マーケット
得意分野得意分野 でのでの 更なる更なる 優位性優位性 のの 確立確立

価格競争力価格競争力 ＋＋ 品質・機能品質・機能

ハムソー

食品メーカー

冷凍食品

農 産

漬 物

食
品
Ｓ
Ｍ

食
品
Ｓ
Ｍ

・・

総
合
Ｓ
Ｍ

総
合
Ｓ
Ｍ

Ｃ
Ｖ
Ｓ

Ｃ
Ｖ
Ｓ

専
門
店

専
門
店

加
工
食
品

加
工
食
品

農
産
資
材

農
産
資
材

青青

果果

精精

肉肉

鮮鮮

魚魚

惣惣

菜菜

そ
の
他
食
品

そ
の
他
食
品

百
貨
店

百
貨
店

既存マーケット既存マーケット でのでの シェアアップシェアアップ

新規マーケット新規マーケット のの 開拓開拓

外食・給食

業業 態態 別別 部部 門門 別別

新素材新素材 ＋＋ 新機能新機能
新規マーケット新規マーケット へへ 向けた向けた 製品開発製品開発

汎用トレー

嵌合フードパック

透明トレー

MFP本体+SCS蓋

ｽｸﾘｭｰﾀｲﾌﾟ
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企業規模企業規模 拡大拡大 へへ

消消 耗耗 品品 ・・ 包包 装装 資資 材材 / / 機機 器器簡簡 易易 包包 装装 容容 器器

アウトパックアウトパックインストアインストア

日配品日配品
加工食品加工食品

物流ネットワーク物流ネットワーク ＆＆ ＳＣＭＳＣＭ

得意分野での
更なる優位性の確立

得意分野での
更なる優位性の確立

新規分野の攻略新規分野の攻略

業務提携・Ｍ&Ａ業務提携・Ｍ&Ａ

問 屋 サポート問 屋 サポート

農農

産産

鮮鮮

魚魚

精精

肉肉

青青

果果

包装資材・消耗品 マーケット包装資材・消耗品包装資材・消耗品 マーケットマーケット

衛
生
用
品

販
促
用
品

事
務
用
品

袋
フ
ィ
ル
ム

ク
ロ
ス

機

械

什

器

吸
水
紙

調
味
料

・ ・

市場規模：5,000億市場規模：市場規模：5,0005,000億億

市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超

‘09年6月
農産品の容器・フィルム№１企業

太洋興業㈱より包材部門を事業譲受

‘09年10月
紙容器メーカー㈱富山陽成社より

日本パール容器㈱を事業譲受

惣惣

菜菜
・

サプライヤーサプライヤー

製品/素材開発力・リサイクル
＋ 業務提携 ・ Ｍ&Ａ

製品製品//素材開発力・リサイクル素材開発力・リサイクル
＋ 業務提携 ・ Ｍ&Ａ

物流力 ・ インフラ /ネットワーク ・ 調達力
＋ 業務提携 ・ Ｍ&Ａ

物流力 ・ インフラ /ネットワーク ・ 調達力
＋ 業務提携 ・ Ｍ&Ａ

‘10年4月

ユカ商事㈱より商品購買部門を事業譲受

ピッキング 整備

新福山ピッキングセンター ’10年5月

新中部ピッキングセンター ’11年5月

‘10年6月

㈱アルライトをグループ化予定

☆ 既存マーケットでの シェア拡大
☆ 新規マーケット の 獲得
☆☆ 既存マーケット既存マーケットでのでの シェア拡大シェア拡大
☆☆ 新規マーケット新規マーケット のの 獲得獲得
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社会貢献社会貢献 とと 企業活動企業活動

障害者雇用支援事業障害者雇用支援事業 ~~全国に広がる障害者雇用の場～全国に広がる障害者雇用の場～

経済的・環境的・社会的側面での、企業価値の拡大を目指す経済的・環境的・社会的側面での、企業価値の拡大を目指す

エフピコ愛パック㈱

北海道工場

エフピコ愛パック㈱

山形工場

エフピコ愛パック㈱

茨城工場

エフピコ愛パック㈱

岐阜工場

地元社会福祉法人

Ｆ＆Ｙ境港

エフピコ愛パック㈱

福山工場

エフピコ愛パック㈱

佐賀工場

エフピコ愛パック㈱

広島工場

エフピコ愛パック㈱

北海道選別センター（’10年9月予定）
PSP選別:2ﾗｲﾝ 透明選別:1ﾗｲﾝ

エフピコ愛パック㈱

山形選別センター（’10年9月予定）
PSP選別:2ﾗｲﾝ 透明選別:1ﾗｲﾝ

㈱茨城ピジョンリサイクル
透明選別:2ﾗｲﾝ

㈱金沢容器リサイクル

地元社会福祉法人
東海選別センター（’10年4月竣工）
PSP選別:2ﾗｲﾝ

エフピコ愛パック㈱

岐阜選別センター（’10年10月予定）
PSP選別:4ﾗｲﾝ 透明選別:2ﾗｲﾝ

エフピコ愛パック㈱

西宮工場

エフピコ愛パック㈱

西宮選別センター
PSP選別:2ﾗｲﾝ 透明選別:1ﾗｲﾝ

㈱ダックス四国

福山工場

エフピコ愛パック㈱

福山選別センター
PSP選別:6ﾗｲﾝ 透明選別:4ﾗｲﾝ

エフピコ愛パック㈱ 8月増設

佐賀選別センター
PSP選別:2ﾗｲﾝ 透明選別:1ﾗｲﾝ

㈱ダックス四国

㈱ダックス佐賀

㈱ダックス

★ リサイクル選別事業 ９ヶ所

障がい者雇用数：２９１名

雇用率算定数：４９３名

※※重度障がい重度障がい者を重複加算者を重複加算

’10年3月末現在 事業提携先を含む

139透明選別透明選別

2417PSPPSP選別選別

‘11年3月末計画‘10年3月末選別ライン選別ライン

● 容器組立・二次加工事業 ９ヶ所

● 容器成型事業 ３ヶ所

エフピコグループ障がい者雇用率：８．４９％
(‘09.6.1報告ベース)

‘11年3月期には新たに９２９２名名の雇用増を計画
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容器回収容器回収 とと リサイクルリサイクル 最大最大ののリスクリスク にに 備備えるえる

減
容
減
容

回収容器回収容器 選別工場選別工場

白白

カラーカラー

回収／搬入 機械選別機械選別整列

＋その他＋その他 →→ 近赤外線で素材選別近赤外線で素材選別

減
容
減
容

‘‘1010年年1111月月 中部にて稼動予定中部にて稼動予定

PETPET
ﾒｶﾆｶﾙﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄﾒｶﾆｶﾙﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄ
トレートレーtotoトレーに向けて研究・開発中トレーに向けて研究・開発中

回収拠点回収拠点

温水＋洗剤洗浄温水＋洗剤洗浄

リサイクル工場リサイクル工場

粉砕 乾燥 溶融／カット

☆☆ 回収容器選別工場回収容器選別工場 のの 全国展開全国展開

☆☆ リサイクル工場リサイクル工場 のの 統合統合

☆☆ リサイクル工場リサイクル工場 洗浄工程洗浄工程 をを 高機能高機能ラインライン へへ 更新更新

透明選別透明選別 →→

発泡ＰＳ選別発泡ＰＳ選別 →→

発泡ＰＳ容器回収拠点：7,899拠点
年間回収量：7,095ﾄﾝ

透明容器回収拠点：1,495拠点
年間回収量：426ﾄﾝ

‘10年3月末

納
品
納
品

帰
便
帰
便

リサイクルコスト削減リサイクルコスト削減 とと 更なる更なる ﾍﾟﾚｯﾄ品質向上ﾍﾟﾚｯﾄ品質向上

７，９００７，９００ のの 回収拠点回収拠点 から、から、７，５００７，５００トントン のの 使用済み容器使用済み容器 をを 回収回収 し、し、

１４９１４９億円億円 のの リサイクル容器リサイクル容器 をを 販売販売 ‘１０年３月期実績‘１０年３月期実績

回収選別拠点回収選別拠点 のの 全国展開全国展開 とと

リサイクルセンターリサイクルセンター のの 再構築再構築 がが 今期完了今期完了
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企業規模企業規模 拡大拡大 へへ 向けて向けて

製品販売計画製品販売計画

1,0261,026億億

＋５２億、105.3%
製品製品

974974億億

製品製品

985985億億
製品製品

942942億億

製品製品

920920億億

‘‘07/307/3期期

販売販売1,2421,242億億

‘‘08/308/3期期

販売販売1,2551,255億億

‘‘09/309/3期期

販売販売1,2811,281億億
‘‘10/310/3期期

販売販売1,2491,249億億

商品商品

322322億億

商品商品

313313億億

商品商品

297297億億
商品商品

275275億億

商品販売計画商品販売計画

344344億億

＋６９億、125.1%

数量 104.4%数量 101.5%
数量 103.9%数量 103.6%

数量計画 105%

☆☆ ニーズニーズ をを 先取り先取り したした 製品開発製品開発

☆☆ シェアアップシェアアップ とと 新規マーケット獲得新規マーケット獲得

☆☆ 汎用製品汎用製品 のの 拡販拡販

☆☆ エコトレーエコトレー のの 拡販拡販

＋＋ 世界初世界初 のの 素材・機能素材・機能

＋＋ Ｍ＆ＡＭ＆Ａ によるによる 規模拡大規模拡大

☆ 商品取扱・調達力 の 強化

☆ 流通コスト 削減 提案

＋ Ｍ＆Ａ による 規模拡大

社内改善社内改善 ＋＋ 規模拡大規模拡大 にに 大きく大きくシフトシフト

☆ ’10年3月：「エフピコフェア２０１０」開催

☆ ’10年6月：新福山ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ本格稼動

☆ ’10年9月：回収選別拠点 全国展開完了

☆ ’10年10月：新中部ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ稼動＞ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ再構築完了

☆ ’10年11月：ＡＰＥＴﾒｶﾆｶﾙﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄを中部にて稼動

☆ ’11年5月：新中部ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動

‘‘11/311/3期期

販売計画販売計画1,3701,370億億

＋１２１億、109.7%
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回収選別拠点回収選別拠点 のの 全国展開全国展開 とと

リサイクルセンターリサイクルセンター のの 再構築再構築

全国全国 をを 網羅網羅 するする

物流ネットワーク物流ネットワーク のの 整備整備

☆ 新福山ピッキングセンター新福山ピッキングセンター
‘10年6月より本格稼動 ２層 約7,500坪

既存棟と連結し、ピッキング能力が1.5倍に拡充

※※年間年間110110億円規模のピッキング出荷が可能に億円規模のピッキング出荷が可能に

主主なな 設備投資設備投資 物流・リサイクル物流・リサイクル 拠点拠点 のの 強化強化

☆ 新中部ピッキングセンター新中部ピッキングセンター
‘11年5月稼動予定

中部・東海エリアのピッキング機能を強化

☆ 回収容器選別工場回収容器選別工場 のの 全国展開全国展開 （６ｾﾝﾀｰ（６ｾﾝﾀｰからから９ｾﾝﾀｰへ）９ｾﾝﾀｰへ）

※※年間年間 透明：透明：1,2001,200トン、トン、PSPPSP：：8,4008,400トンの選別が可能にトンの選別が可能に

☆ リサイクル工場リサイクル工場 洗浄設備洗浄設備 をを 高機能高機能ラインライン へへ 更新更新
※※ 水洗浄水洗浄 をを 温水＋洗剤洗浄へ更新し、更なるペレット品質向上温水＋洗剤洗浄へ更新し、更なるペレット品質向上

☆ ＰＥＴメカニカルリサイクルプラントＰＥＴメカニカルリサイクルプラント 導入導入
‘10年11月 中部にて稼動予定

※※PET PET トレートレーtotoトレートレー 実現に向け研究・開発中実現に向け研究・開発中

☆ 中部リサイクル工場中部リサイクル工場 リニューアルリニューアル
‘10年10月 稼動予定、リサイクル機能を強化

九州選別C

福山選別C 西宮選別C

中部選別C

金沢選別C

東海選別C

関東選別C

山形選別C

北海道選別C

福山リサイクルC

中部リサイクルC

関東リサイクルC

APETﾒｶﾆｶﾙﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄ

福岡ＰＣ

広島ＰＣ

福山ＰＣ 西宮ＰＣ

中部ＰＣ

新潟ＰＣ

西関東ＰＣ
東京ＰＣ

関東ＰＣ

仙台ＰＣ

札幌ＰＣ

九州 配送C

福山 配送C

中部 配送C

関東 配送C

北海道 配送C

東北 配送C
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企企業基盤の強化業基盤の強化

代表取締役社長

佐藤 守正
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メーカーメーカーとしてとして 基本３本柱基本３本柱 をを 徹底的徹底的 にに 追求追求

企業基盤企業基盤 をを より強固より強固 にに

企業価値企業価値 とと 競争力競争力 をを 高高めるめる

高品質高品質 価格競争力価格競争力

物流力物流力

もっとも高品質な製品をもっとも高品質な製品を
どこよりも競争力のある価格でどこよりも競争力のある価格で

必要な時に確実にお届けする必要な時に確実にお届けする

精度向上精度向上 とと 情報共有情報共有
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原材料価格原材料価格 変動変動 のの 影響影響

’’0303年年33月期以降の原材料価格の上昇は月期以降の原材料価格の上昇は

’’0808年年33月期月期 累計累計 118.8118.8億円億円

’’0099年年33月期月期 累計累計 155.8155.8億円億円
’’1010年年33月期月期 累計累計 1121.821.8億円億円

の利益圧迫要因の利益圧迫要因

’’1111年年33月期月期 累計累計 146.8146.8億円億円
の利益圧迫要因の利益圧迫要因を想定を想定

９．０９．０

４．０４．０
66・・77次次
88次次

+52

２０．０２０．０

１６．５１６．５

22・・33・・44次次

11次次

１０．０１０．０
22・・33・・44次次

９．０９．０

１４．０１４．０

１２．０１２．０

４．５４．５

88次次

66・・77次次

99次次

副資材副資材
ＰＰＰＰ

６．０６．０

１０．０１０．０

４．０４．０

３８．０３８．０

副資材副資材
ＰＰＰＰ
99次次

１０・１１次１０・１１次

▲１５．０▲１５．０

▲５３．０▲５３．０

１９．０１９．０

１３．８１３．８
11次次

１１８．８１１８．８

‘‘09/309/3期期 ４４QQからから
原料値下り原料値下り

２５．０２５．０

+44

第第11・・22・・33次次 原料値上り原料値上り

１２１．８１２１．８

１４６．８１４６．８

'04/3'04/3 '05/3'05/3 '06/3'06/3 '07/3'07/3 '08/3'08/3'03/3'03/3 '09/3'09/3 '10/3'10/3 '11/3'11/3

１５５．８１５５．８

原料値下り原料値下りはは
製品価格へ還元製品価格へ還元

‘１０‘１０/3/3期期 ２２QQからから
原料値上り原料値上り

▲68

単位：億円
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社内改善施策社内改善施策

１１．０１１．０

３．８３．８

８．６８．６

８．７８．７

８．０８．０

２４．０２４．０

３．０３．０
５．０５．０

８．０８．０

５．５５．５

６．０６．０

物流改善物流改善
・・在庫水準の適正化在庫水準の適正化
・横持ち削減・横持ち削減
・得意先配送効率化・得意先配送効率化

生産改善生産改善
・生産スピード・生産スピードUPUP
・内製比率・内製比率UPUP
・停止時間改善・停止時間改善

薄肉・軽量化、素材切替薄肉・軽量化、素材切替
・非発泡→低発泡・非発泡→低発泡
・リブ付、糸尻・リブ付、糸尻
・・FLB,FLB,エコエコFLBFLB（超軽量トレー）（超軽量トレー）

・ＡＰＥＴ素材へ切替・ＡＰＥＴ素材へ切替
・発泡製品の軽量化・発泡製品の軽量化 低発泡→高発泡低発泡→高発泡

'06/3'06/3

５．０５．０

１２．３１２．３

２．０２．０

'07/3'07/3'04/3'04/3 '05/3'05/3

１１．８１１．８

３．０３．０
５．７５．７

'08/3'08/3 '09/3'09/3

１０５．６１０５．６

１３７．６１３７．６

+32

製品値上製品値上 7.77.7

製品値上製品値上 23.023.0

製品値上製品値上 8.08.0

製品値上製品値上 9.09.0

製品値上製品値上 38.038.0

'03/3'03/3

２０．０２０．０

９．５９．５

９．５９．５

''10/310/3

+39
製品値下げ

▲３８．０

１７６．６１７６．６

'11/3'11/3

３．８３．８
２．４２．４

８．０８．０

１２．０１２．０

１９６．６１９６．６

絶えることのない絶えることのない
社内改善社内改善

+20

単位：億円
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技術技術 ＋＋ 素材素材

★★ 新耐寒耐熱容器新耐寒耐熱容器

★★ 素材素材＋＋シートシート＋＋フィルムフィルム＋＋金型金型＋＋成型、成型、総合技術で、更なる総合技術で、更なる コスト削減コスト削減
〃〃 更なる更なる 機能アップ機能アップ

★★ 価格価格＋＋品質品質＋＋機能、トータルで競争力のある製品作り機能、トータルで競争力のある製品作り

漏れにくい容器

ｽｸﾘｭｰﾀｲﾌﾟ

◆◆ 漏れにくい容器漏れにくい容器 ◆◆ スクリュータイプスクリュータイプ

◆◆ ＰＰ容器、ＡＰＥＴ容器ＰＰ容器、ＡＰＥＴ容器

MFP本体+SCS蓋

PP嵌合フードパック

PET 透明トレー

☆☆ 新汎用プラスチック開発新汎用プラスチック開発へのへの参画参画
☆☆ ポリプロピレン結晶化度ほぼ１００％ポリプロピレン結晶化度ほぼ１００％

☆☆ 比強度は鋼鉄の２～５倍、耐熱＋１７６℃比強度は鋼鉄の２～５倍、耐熱＋１７６℃

☆☆ 透明性はガラス並透明性はガラス並

☆☆ 従来の成型法の延長線上で成型可能従来の成型法の延長線上で成型可能

☆☆ リサイクル可能リサイクル可能

◇◇ 新耐熱容器新耐熱容器

★★ マルチＦＰ（ＭＦＰ）マルチＦＰ（ＭＦＰ） ：： －４０℃－４０℃ ～～ ++１１０℃１１０℃ 耐寒耐熱発泡耐寒耐熱発泡PSPS容器容器

★★ スーパークリアスター（ＳＣＳ）スーパークリアスター（ＳＣＳ） ：： ーー４０℃～＋１１０℃、高い透明性の透明容器４０℃～＋１１０℃、高い透明性の透明容器

◇◇ ＰＥＴ、一軸延伸ＰＥＴ、一軸延伸 ：： 耐熱耐熱 ７０℃７０℃ ＋＋ 強度アップで軽量化強度アップで軽量化

◇◇ ＰＥＴ、二軸延伸ＰＥＴ、二軸延伸 ：： 耐熱耐熱 ８０℃８０℃ ＋＋ 強度アップ強度アップ で軽量化で軽量化

◇◇ ＰＰ透明ＰＰ透明 ：： 耐熱耐熱 １１０℃１１０℃

◇◇ 新ハイスター（ＨＳ）新ハイスター（ＨＳ） ：： 耐熱１１０℃耐熱１１０℃ ＋＋ 発泡倍率アップで軽量化ＰＰ容器発泡倍率アップで軽量化ＰＰ容器

研究開発ロードマップ研究開発ロードマップ
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ショット労務費 \/st

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上 48期下 49期計画

ショット労務費 \/st

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上 48期下 49期計画

7.6%改善 49期
更に 2.3%

製品効率 %

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上 48期下 49期計画

製品効率 %

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上 48期下 49期計画

0.8ﾎﾟｲﾝﾄ改善

49期
更に 0.03P

時間あたりショット数 st/h

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上 48期下 49期計画

時間あたりショット数 st/h

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上 48期下 49期計画

9.2%改善

49期
更に 0.4%

稼働率 %

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上 48期下 49期計画

稼働率 %

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上 48期下 49期計画

8.0ﾎﾟｲﾝﾄ改善

49期
更に 0.5P

金型交換回数

0

20

40

60

44期 45期 46期 47期 48期

目標１０目標１０ppbppb

クレーム発生率ｐｐｂ

0

40

80

120

44期上 44期下 45期上 45期下 46期上 46期下 47期上 47期下 48期上 48期下 49期計画

自社生産比率

44期上 44期下 45期上 45期下 46期上 46期下 47期上 47期下 48期上 48期下
70%

75%

80%

85%

生産性アップ生産性アップ とと 品質向上品質向上

《《技能塾技能塾》》
「人づくりのための教育プログラム」

★優秀な技能の継承

★能力の開発・向上

《《モノづくり革新ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄモノづくり革新ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ》》
「速さと正確さ」の追求

★５Sをベースに、無駄・ロスの見える化

★問題意識の共有

→ 作業標準の見直し・改定による高位標準化

これら改善による、2010年3月期における見なし効果は、およそ８億９千万円

１．段取時間の短縮
２．トラブル調整停止時間の削減

１．製品別ベストサイクルへの挑戦
２．生産設備の更新･改造を計画的に行う

１．トラブル調整停止時間の削減
２．ラミ機スタート時ロスの削減

１．最適な人員配置の検討
２．残業時間の削減

‘09年3月期 ４９名 卒業
‘10年3月期 ４８名 卒業

’11年3月期 上期 ２４名 入塾

半期に一度の発表報告会を継続
76%

83%

‘10年2月末 5,000ｱｲﾃﾑ への絞込みを実施

← 6,200ｱｲﾃﾑ(’09年3月末) ← 8,500ｱｲﾃﾑ(’08年9月末)

《《製品アイテム数の絞込み製品アイテム数の絞込み》》

75ppb

43ppb

5.8%改善

PSP19.7%改善

49期計画
18ppb
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0

50

100

150

4月1日 5月1日 6月1日 7月1日 8月1日 9月1日 10月1日 11月1日 12月1日 1月1日 2月1日 3月1日

06/3 期

07/3 期

08/3 期

09/3 期

10/3 期

11/3 期

0

10

20

30

40

50

04/3 期 05/3 期 06/3 期 07/3 期 08/3 期 09/3 期 10/3 期

その他ﾐｽ

配送系ﾐｽ

出荷系ﾐｽ

03/3 期 04/3 期 05/3 期 06/3 期 07/3 期 08/3 期 09/3 期 10/3 期

トータル物流費

製品売上高比

03/3 期 04/3 期 05/3 期 06/3 期 07/3 期 08/3 期 09/3 期 10/3 期

横持ち

製品売上高比

03/3 期 04/3 期 05/3 期 06/3 期 07/3 期 08/3 期 09/3 期 10/3 期

路線

製品売上高比

物流コスト削減物流コスト削減 とと 品質向上品質向上

欠品アイテム数欠品アイテム数 推移推移

ピッキング・サービスレベルピッキング・サービスレベル 推移推移

1日平均の推移
06/3 期 37件

→ 07/3 期 11.7件
→ 08/3 期 6.2件

→ 09/3 期 4.3件
→ 10/3 期 1.3件

横持ちコスト横持ちコスト 推移推移

←3.3%→ ←3.2%→ ←2.7%→ ←2.3%→ ←1.9%→ ←1.5%→ ←1.2%→

トータル物流トータル物流費費 推移推移

←← 18.8%18.8% →→ ←← 18.1%18.1% →→ ←← 17.4%17.4% →→ ←← 15.6%15.6% →→ ←← 14.8%14.8% →→ ←← 14.4%14.4% →→ ←← 13.9%13.9% →→

路線コスト路線コスト 推移推移

←1.1%→ ←1.2%→ ←1.0%→ ←0.9%→ ←0.7%→ ←0.7%→ ←0.4%→

’10/3 期 目標 ５ppmに対し

１．９ppm 出荷系ﾐｽ：1.0ppm
配送系ﾐｽ：0.1ppm
その他ﾐｽ：0.8ppm

’10/3 期 目標 ５ppmに対し

１．９ppm 出荷系ﾐｽ：1.0ppm
配送系ﾐｽ：0.1ppm
その他ﾐｽ：0.8ppm←← 13.9%13.9% →→

←0.3%→ ←1.1%→
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取扱ｱｲﾃﾑ：４５，０００ｱｲﾃﾑ

出荷数量：４００万本/月

出荷先数：２２０社、６，０００ヶ所

配送精度：４ｐｐｍ（４/100万）

全国全国 をを 網羅網羅するする エフピコエフピコ のの 物流ネットワーク物流ネットワーク

福岡ＰＣ

広島ＰＣ

福山ＰＣ
西宮ＰＣ

中部ＰＣ

新潟ＰＣ

西関東ＰＣ

東京ＰＣ

関東ＰＣ

仙台ＰＣ

札幌ＰＣ

九州 配送C

福山 配送C

中部 配送C

関東 配送C

北海道 配送C

東北 配送C
‘‘1010年年55月新福山ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動月新福山ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動

‘‘1111年年55月月 新中部ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動予定新中部ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動予定

全国６拠点（10万3千坪※） の 配送センター と

全国１１拠点（2万8千坪※） の ピッキングセンター から

高品質高品質 でで 効率的効率的 なな 物流サービス物流サービス をを 提供提供

ピッキング事業ピッキング事業 取扱状況取扱状況

※ 新中部ピッキング稼動時
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＜＜ ランク別ランク別 構成構成 ＞＞

包装資材・消耗品包装資材・消耗品 マーケットマーケット へのへの アプローチアプローチ

包装資材・消耗品包装資材・消耗品 マーケットマーケット

消消 耗耗 品品 ・・ 包包 装装 資資 材材 / / 機機 器器簡簡 易易 包包 装装 容容 器器
衛
生
用
品

販
促
用
品

事
務
用
品

袋
フ
ィ
ル
ム

ク
ロ
ス

機

械

什

器

吸
水
紙

・・ ・

生
鮮
ト
レ
ー

惣
菜
容
器

弁
当
容
器

ラ
ベ
ル

刺
身
容
器

サ
ラ
ダ
容
器

透
明
容
器

30% 30% ～～ 40%40% 60% 60% ～～ 70%70%

30% 30% ～～ 40%40%60% 60% ～～ 70%70%

売上高売上高 構成構成

物流費物流費 構成構成

容器物流容器物流 をを メインメイン にに 流通全体流通全体 のの コスト削減コスト削減

Ａランク品ＡＡランクランク品品 Ｂランク品ＢＢランクランク品品 Ｃランク品ＣＣランクランク品品

売上高売上高 構成比構成比

ｱｲﾃﾑ数ｱｲﾃﾑ数 構成比構成比

倉庫倉庫 占有率占有率 38%38% 35%35% 27%27%

9%9% 64%64%27%27%

54%54% 38%38% 8%8%

＜＜ 配送の現状配送の現状 ＞＞

ＣＣランク品ランク品
・ラベル・ラベル
・袋・袋
・端・端
・衛生用品・衛生用品

・・
・・

ＡＡランクランク品品

容器容器

ＢＢランク品ランク品

容器容器

容器容器
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企業規模企業規模 拡大拡大 へへ

消消 耗耗 品品 ・・ 包包 装装 資資 材材 / / 機機 器器簡簡 易易 包包 装装 容容 器器

アウトパックアウトパックインストアインストア

日配品日配品
加工食品加工食品

物流ネットワーク物流ネットワーク ＆＆ ＳＣＭＳＣＭ

得意分野での
更なる優位性の確立

得意分野での
更なる優位性の確立

新規分野の攻略新規分野の攻略

業務提携・Ｍ&Ａ業務提携・Ｍ&Ａ

問 屋 サポート問 屋 サポート

農農

産産

鮮鮮

魚魚

精精

肉肉

青青

果果

包装資材・消耗品 マーケット包装資材・消耗品包装資材・消耗品 マーケットマーケット

衛
生
用
品

販
促
用
品

事
務
用
品

袋
フ
ィ
ル
ム

ク
ロ
ス

機

械

什

器

吸
水
紙

調
味
料

・ ・

市場規模：5,000億市場規模：市場規模：5,0005,000億億

市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超

‘09年6月
農産品の容器・フィルム№１企業

太洋興業㈱より包材部門を事業譲受

‘09年10月
紙容器メーカー㈱富山陽成社より

日本パール容器㈱を事業譲受

惣惣

菜菜
・

サプライヤーサプライヤー

製品/素材開発力・リサイクル
＋ 業務提携 ・ Ｍ&Ａ

製品製品//素材開発力・リサイクル素材開発力・リサイクル
＋ 業務提携 ・ Ｍ&Ａ

物流力 ・ インフラ /ネットワーク ・ 調達力
＋ 業務提携 ・ Ｍ&Ａ

物流力 ・ インフラ /ネットワーク ・ 調達力
＋ 業務提携 ・ Ｍ&Ａ

‘10年4月

ユカ商事㈱より商品購買部門を事業譲受

ピッキング 整備

新福山ピッキングセンター ’10年5月

新中部ピッキングセンター ’11年5月

‘10年6月

㈱アルライトをグループ化予定

☆ 既存マーケットでの シェア拡大
☆ 新規マーケット の 獲得
☆☆ 既存マーケット既存マーケットでのでの シェア拡大シェア拡大
☆☆ 新規マーケット新規マーケット のの 獲得獲得
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物流委託 会社

グループ経営グループ経営

資材メーカー
包装資材問屋

生産委託 会社
生産生産 連結会社連結会社

グループグループ のの 総力総力 をを 結集結集し、し、

企業規模企業規模 とと 企業価値企業価値 のの 拡大拡大 をを 図図るる

調達調達

販販 売売
環環 境境

SCMSCM

日本全国日本全国 5,0005,000万世帯万世帯の食卓へ、の食卓へ、

年間年間 ９７４億円９７４億円の製品との製品と

275275億円億円の商品を、の商品を、

１１万台１１万台のトラックで供給し、のトラックで供給し、

7,5007,500㌧㌧の容器を回収の容器を回収

生産生産

供給供給
回収回収

障がい障がい者者
雇用雇用

㈱エフピコ

エフピコチューパ㈱

エフピコ商事㈱

㈱エフピコモダンパック

エフピコ物流㈱

㈱アイ・ロジック

販売・購買販売・購買 連結会社連結会社 物流物流 連結会社連結会社

エクセル物流㈱

エフピコピッキング㈱

エフピコ中部物流㈱

エフピコ関東ピッキング㈱

エフピコ九州物流㈱

㈱エフピコ神辺

㈱エフピコ福山

㈱エフピコ箕島

㈱エフピコ佐賀

テイカ精密㈱

エフピコ日本パール㈱

㈱アルライト （予定）

㈱ダックス

㈱ダックス四国

㈱ダックス佐賀

㈱ノダヤ

エフピコ愛パック㈱

㈱茨城ピジョンリサイクル

㈱エフピコ北海道

㈱エフピコ仙台

㈱エフピコ山形

㈱エフピコ茨城

㈱エフピコ下館

㈱エフピコ中部

㈱エフピコ笠岡

障がい者就労会社

㈱エフピコエンジニアリング
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添付資料添付資料
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20102010年年 33月期月期 経常利益経常利益 増減要因増減要因 実績実績

2009年3月期
製品値上げ 影響

１・２次 原料再値上り

販売増・Mix改善

素材切替・軽量化

生産改善

物流改善

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社利益改善

前期美術品売却益

経費増加

原料値下り

2009年3月期
原料値上り 影響

第1次 製品値下げ

第2次 製品値下げ

３９．２

+25

+3

+14

+4.5

+4.5

+2.5

-4

-7.6

６０．１

+25

-25

-24

-10

-6

+19

2009年3月期 経常利益

2010年3月期 経常利益

５３．７

+3

+6

+5

+5

+2.5

-5.1

６２．１

-20

-9

-13

+34

（＋素材切替・軽量化による製品値下げ抑制効果）

上 期 下 期 2009年3月期 下期 経常利益

５３．７億

2010年3月期 下期 経常利益

６２．１億

原料値下り ＋３４億

製品値下げ －２９億

原料値上り －１３億

利益改善 ＋２１．５億

経費増加 －５．１億

2009年3月期 上期 経常利益

３９．２億

2010年3月期 上期 経常利益

６０．１億

原料値下り ＋１９億

製品値下げ －９億

原料値上り －６億

利益改善 ＋２８．５億

前期美術品売却益 －４億

経費増加 －７．６億

原料影響 ＋２１億原料影響 ＋１３億

前期比 ＋２０．９億 １５３．３％
（＋２４．９億 １７０．７％ 美術品除く）

前期比 ＋８．４億 １１５．６％

単位：億円

‘09年3月

‘09年6月

1次:‘09年7月、2次：’09年9月
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20102010年年 33月期月期 経常利益経常利益 増減要因増減要因 修正計画修正計画 2009年11月5日
単位：億円

上期 ６０．１億

＋１４億

＋４．５億

▲７．６億

原料値下

第1次 製品値下

販売増・Mix改善

素材切替・軽量化

生産改善

物流改善

経費増加

＋２５億

▲２４億

＋３億

＋４．５億

上期 ３９．２億

47期 製品値上 影響 ＋２５億

▲１０億

４７期 経常利益

４８期 経常利益

１・２次 原料値上 ▲６億

▲４億前期美術品売却益

＋２．５億グループ会社利益改善

下期 ５３．８億

▲１４億

＋３億

＋６億

＋５億

＋５億

＋２．５億

▲５．３億

下期 ６０億

47期 原料値上 影響 ▲２５億

＋１９億

第2次 製品値下
　＋素材切替・軽量化による製品値下抑制効果

▲２０億

▲１０億

＋３４億

▲６億▲６億

＋５１億＋５１億

上期：＋２０．９億 +53.3%、下期：＋６．２億 +11.5%

期初計画＋１２億
（上期＋８．１億、下期＋３．９億）

前期比前期比 ＋２７．１億：１２９．２％＋２７．１億：１２９．２％
（（美術品除く ＋３１．２億：１３５％）４Q エフピコ ビッグ フェア開催

原材料
今第2四半期より値上りに転じた原材料価格は、
今期通期で２０億円の利益圧迫要因と考える。

製品値下
前第4四半期からの原材料値下りに対し、
製品価格の値下げを実施。

・ 前期製品値上分の値下げ
・ 原材料値下り分を製品価格へ還元

新たな原材料値上りに対しては、新たな原材料値上りに対しては、

社内合理化及び拡販で対応社内合理化及び拡販で対応
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20102010年年 33月期月期 経常利益経常利益 増減要因増減要因 期初計画期初計画 2009年5月11日
単位：億円

上期 ５２億

＋８億

＋２．５億

▲３．７億

原料値下り

第一次 製品値下げ

第二次 製品値下げ

販売増・Mix改善

素材切替・軽量化

生産改善

物流改善

経費増加

＋４４億

▲２８億

＋２億

＋２億

上期 ３９．２億 下期 ５３．８億

＋３４億

▲２０億

▲１６億

＋２億

＋２億

＋２．５億

＋３億

▲５．３億

下期 ５６億

▲２５億４７期 原料値上り 影響

４７期 製品値上 影響 ＋２５億

▲１４億

４７期上期比＋１２．８億４７期上期比＋１２．８億 、＋３２．７％、＋３２．７％ ４７期下期比＋２．２億、＋４．１％４７期下期比＋２．２億、＋４．１％

下期 エフピコ フェア開催

・汎用品マーケットでシェア拡大

・素材別 製品戦略により利益改善

・製品アイテム数の絞込み
7,000ｱｲﾃﾑ → 6,200ｱｲﾃﾑ → 5,000ｱｲﾃﾑ

徹底した社内合理化の推進徹底した社内合理化の推進

シェア拡大へのシェア拡大への
価格施策価格施策

＋＋

上期▲１７億上期▲１７億
製品値下げ製品値下げ 下期▲３６億下期▲３６億

原料値下り原料値下り 上期＋１９億上期＋１９億
下期＋３４億下期＋３４億

社内合理化社内合理化 上期＋４．５億上期＋４．５億
下期＋５．５億下期＋５．５億

シェア拡大シェア拡大 上期＋２億上期＋２億
下期＋２億下期＋２億

素材切替・軽量化素材切替・軽量化 上期＋８億上期＋８億
下期＋２億下期＋２億

経費増加経費増加 上期▲３．７億上期▲３．７億
下期▲５．３億下期▲５．３億

原料値下りは原料値下りは
製品価格へ還元製品価格へ還元
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ＰＰ
ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ

非発泡

発泡

ＰＳ
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

非発泡

発泡

ＰＥＴ
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ
ﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ

素材別素材別 製品構成製品構成

非発泡

パールウッド

ＰＳＰ

汎用トレー

高発泡

低発泡

ＯＰＳ（透明）

ＨＩＰＳ

クリスター（ＣＳ）（透明）

ＡＰＥＴ（透明）

ハイスター（ＨＳ）

エクスター（ＥＳ）：ＰＰ＋ＰＳ

ＰＰ＋フィラー

バージン

エ コ

PP（透明）

透明蓋・本体透明蓋・本体

透明蓋透明蓋

透明蓋・本体透明蓋・本体

耐熱80℃

耐熱60℃

耐熱110℃

耐熱90℃

耐熱80℃

耐熱80℃

耐熱130℃

耐熱110℃

耐熱130℃

嵌合フードパック

嵌合フードパック

ロースタック化ロースタック化 軽量化軽量化

軽量化軽量化
漏れにくい漏れにくい 11軸・軸・22軸軸 延伸延伸

ｽｸﾘｭｰﾀｲﾌﾟｽｸﾘｭｰﾀｲﾌﾟ 糸尻・凸型糸尻・凸型

素材切替素材切替

素材切替素材切替

両面真空成型両面真空成型

漏れにくい漏れにくい

FLB FLB 超軽量汎用トレー超軽量汎用トレー

エコエコFLB FLB 超軽量汎用エコトレー超軽量汎用エコトレー

高価格帯・対応容器高価格帯・対応容器

高価格帯・対応容器高価格帯・対応容器

軽量化軽量化

軽量化軽量化 両面ラミネート両面ラミネート

軽量化軽量化

内容物がズレにくい内容物がズレにくい

APAP--SASA

PPPP--SASAレンジアップ対応レンジアップ対応

APAP--FCFC

新ハイスター新ハイスター

素材切替素材切替

セーフティエッジセーフティエッジ

セーフティエッジセーフティエッジ

フードパック
嵌合フードパック

SASA

レンジアップ対応レンジアップ対応
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設備投資・研究開発費設備投資・研究開発費

その他

生 産

リサイクル

物 流

12,55012,55010,07110,07113,00713,00710,10,9099099,8859,8852,392,39442,2,7427425,0375,0377,7,096096

10年3月期

1,01,03535

5,5,091091

8,8,461461

(82)(82)

1,5121,512
413413

9,6589,658

11年3月期 計画09年3月期08年3月期07年3月期06年3月期05年3月期04年3月期03年3月期単位：百万円

950950965965913913895895751751689689628628654654研究開発研究開発

6,166,16004,7854,785旧基準減価償却

9,19,140408,4678,4674,7424,7424,1944,1943,9653,9654,1344,1344,2014,2013,3393,339減価償却減価償却

(0)(0)((1,2741,274))1,5811,5811,531,53331,4401,440983983800800939377リース調達 金型

1,4501,4501,8921,892609609771771550550436436460460780780内内 金型金型

420420841841254254362362232388120120789789958958無形無形

12,13012,13012,16612,16610,65510,6559,5239,5232,1562,1562,6212,6214,2484,2486,1386,138有形有形設備投資設備投資

中部・東北・九州

福山本社事務所

透明容器回収・容器選別工場

下館第二工場

新福山ＰＣ

新北海道ＨＣ

九州第二工場

東日本ハブセンター 関東八千代Ｃ

中部第二工場

洗浄ライン刷新

九州ＨＣ

新中部ＰＣ

中部リサイクル工場

関西ＰＣ

福山地区
土地・建物

中部地区
土地・建物

太洋興業 日本ﾊﾟｰﾙ容器

ﾌｰﾄﾞﾊﾟｯｸ設備
ｳｯﾄﾞ工場

透明容器設備の強化

北海道工場増設関東新工場

ＰＰＦ

日立化成
土地・建物

東海ＨＣ

中部 ＰＥＴﾘｻｲｸﾙ

山形工場

北海道ＨＣ

ｱﾙﾗｲﾄ

ﾕｶ商事

>>09年3月期より設備投資には、ﾘｰｽ調達を含む投資額を表示しております。
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経常利益経常利益 増減要因増減要因 推移推移

上 下 通期 上 下 通期 上 下 通期 上 下 通期 上 下 通期

前期　経常利益 63.1 28.6 33.6 36.3 32.2 34.3 66.5 43.4 37.8 81.2 32.0 32.5 64.5 39.2 53.7 92.9 60.1 62.1 122.2

原料値上り影響 -6.0 -13.8 -36.5 -10.0 -1.0 -12.0 -13.0 -19.0 -20.5 -39.5 -14.0 -23.0 -37.0 -25.0 - -25.0 - - -

+44.0 +34.0 +78.0 - - -

製品値上げ　影響 -25.0 +7.7 +29.2 - +4.0 +4.0 - +9.0 +9.0 +14.0 +24.0 +38.0 +25.0 - +25.0 - - -

-24.0 -20.0 -44.0 - - -

-10.0 -9.0 -19.0 - - -

-6.0 -13.0 -19.0 -14.0 -11.0 -25.0

販売増・Mix改善 +45.0 +17.5 +2.4 +3.4 +5.8 +2.0 +1.0 +3.0 +4.5 +2.5 +7.0 +3.0 +3.0 +6.0

素材切替・軽量化 +2.0 +8.0 +5.2 +3.4 +8.6 +3.0 +8.8 +11.8 +6.0 +18.5 +24.5 +14.0 +6.0 +20.0

生産改善 +2.4 -0.6 -2.0 +6.0 +4.9 +3.8 +8.7 +2.0 +1.0 +3.0 +0.5 +2.0 +2.5 +4.5 +5.0 +9.5 +6.0 +6.0 +12.0

物流改善 +0.3 -14.0 +12.2 +5.5 +4.5 +3.5 +8.0 +2.5 +3.2 +5.7 +1.8 +3.2 +5.0 +4.5 +5.0 +9.5 +4.0 +4.0 +8.0

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社利益改善 +2.5 +2.5 +5.0 +2.0 +3.0 +5.0

美術品売却益 +1.0 -1.0 +4.0 +4.0 -4.0 - -4.0 - - -

経費増加 -6.2 -19.3 -3.2 +4.2 -4.8 -2.6 -7.4 -1.9 -7.8 -9.7 -9.6 -6.0 -15.6 -7.6 -5.1 -12.7 -4.0 -7.0 -11.0

経常利益 28.6 33.6 36.3 66.5 43.4 37.8 81.2 32.0 32.5 64.5 39.2 53.7 92.9 60.1 62.1 122.2 66 69 135

原料値下り

原料再値上り

第1次　製品値下げ

第2次　製品値下げ

45期　'07/3 46期　'08/3 47期　'09/3 48期　'10/3
41期 42期 43期 44期

+12.0 +12.0 +24.0

49期計画　'11/3
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健全な財務体質へ健全な財務体質へ 格付け格付け BBBBBB＋＋ →→ AA－－

収益力・キャッシュフロー創出力収益力・キャッシュフロー創出力

資本負債構成の改善資本負債構成の改善

335億
398億

575億
496億

‘10年3月期末‘09年3月期末‘08年3月期末‘07年3月期末

‘10年3月期‘09年3月期‘08年3月期‘07年3月 ‘11年3月期 計画

84億 91億
146億 164億

‘10年3月期末‘09年3月期末‘08年3月期末‘07年3月期末

126億101億
130億161億140億

営業キャッシュフロー営業キャッシュフロー

設備投資設備投資

有利子負債有利子負債

ﾘｰｽ債務(127億)内数

ﾘｰｽ債務(112億)内数

ﾘｰｽ(37億)内数

ﾘｰｽ(34億)内数

戦略投資による収益構造の強化

生産・物流の改善・効率化による収益基盤の強化

リース会計基準変更↑


